
豆でいてネ



旅
館
協
会
東
北
の

月
宿
泊
実
績

人
員
、売
り
上
げ
減
少

人吉球磨

着
地
型
観
光
を
強
化

「
時
感
の
旅
」　
新
商
品
を
展
開

地
域
挙
げ
て
推
進
へ

寺山の景観、散策ＰＲ
歩道や案内板を整備

修善寺温泉

九
州
へ
の
外
国
人
入
国
者
数

９
月
は

％
増
の

万
人

ブルトレ
宿　　泊

目
標
上
回
る

人

小
坂
レ
ー
ル

パ

ー

ク
　
２
月
か
ら
予
約
受
け
付
け

小坂温泉郷

都
内
で
初
の
イ
ベ
ン
ト

旅
館
女
将
が
本
社
訪
問

九
州
―
釜
山
航
路

旅
客
人
数
は
微
増


月
か
ら
３
月
ま
で

冬
季
限
定
企
画
実
施

小
坂
温
泉
郷

神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ

会
期
中
に

万
人

震
災
の
鎮
魂
、復
興
願
う

　
新
年
号
と
い
う
こ
と
で
、

お
せ
ち
に
入
っ
て
い
る
縁
起

物
の
一
つ
、
豆
に
つ
い
て
。

和
風
お
せ
ち
の
１
段
目
に

は
、
本
来
「
祝
い
肴
三
種
」

と
呼
ば
れ
る
縁
起
物
を
入
れ

る
の
が
決
ま
り
事
。
地
域
に

よ
っ
て
違
う
が
、
黒
豆
、
数

の
子
、
田
作
り
の
三
種
と
す

る
こ
と
が
多
い
。

　
子
孫
繁
栄
を
願
う
数
の

子
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
田
作

り
と
と
も
に
三
種
に
入
る
黒

豆
は
、
マ
メ
（
健
康
）
で
い

ら
れ
る
よ
う
に
と
か
、
マ
メ

（
勤
勉
）
に
働
け
る
よ
う
に

と
か
、
縁
起
担
ぎ
で
あ
る
こ

と
は
ご
承
知
の
通
り
。

　
縁
起
物
と
さ
れ
る
理
由
は

他
に
も
、
黒
が
邪
気
を
払
っ

て
く
れ
る
色
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
七
福
神
の
大
黒
様

に
ち
な
ん
だ
も
の
と
も
言
わ

れ
る
。
例
年

月
９
日
前
後

に
大
黒
様
を
祭
る
「
大
黒
様

の
年
取
り
」
と
い
う
行
事
が

行
わ
れ
る
地
域
が
あ
り
、
こ

の
日
に
は
黒
豆
料
理
を
食
べ

る
そ
う
だ
。

　
黒
豆
は
、
大
豆
の
一
種
。

一
般
的
に
大
豆
と
呼
ば
れ
る

黄
大
豆
と
、
黒
豆
の
黒
大
豆

の
他
、
緑
色
の
青
大
豆
も
あ

る
。

　
考
え
て
み
る
と
、
大
豆
っ

て
エ
ラ
イ
。
暗
い
所
で
発
芽

さ
せ
れ
ば
モ
ヤ
シ
に
な
り
、

未
成
熟
の
豆
は
枝
豆
と
し
て

食
べ
ら
れ
、
成
熟
し
た
大
豆

は
煮
豆
だ
け
で
な
く
、
味
噌

や
醤
油
、
豆
腐
や
納
豆
の
原

料
に
も
な
り
、油
も
搾
れ
る
。

お
餅
を
お
い
し
く
い
た
だ
け

る
、
き
な
粉
に
な
る
の
も
忘

れ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
し
か
も

「
畑
の
肉
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
。

　
だ
か
ら
、
小
粒
な
の
に

「
大
い
な
る
豆
」
と
い
う
こ

と
で
大
豆
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
ち
な
み

に
英
語
で
は
ｓ
ｏ
ｙ
ｂ
ｅ
ａ

ｎ
だ
が
、
大
豆
は

世
紀
に

日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝

わ
っ
た
と
さ
れ
、
ｓ
ｏ
ｙ
の

語
源
は
醤
油
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　
黒
豆
に
話
を
戻
そ
う
。
黒

豆
を
煮
る
際
、
い
か
に
シ
ワ

が
寄
ら
な
い
よ
う
に
ふ
っ
く

ら
と
仕
上
げ
る
か
に
苦
心
す

る
が
、
実
は
コ
レ
、
関
西
風

な
の
だ
そ
う
で
、
関
東
で
は

「
シ
ワ
が
寄
る
ま
で
長
生
き

で
き
る
よ
う
に
」
と
、
わ
ざ

と
シ
ワ
シ
ワ
に
煮
る
習
慣
が

あ
る
の
だ
と
い
う
。
知
ら
な

か
っ
た
！

　
煮
る
の
が
難
し
い
の
が
小

豆
だ
。
小
豆
は
シ
ワ
が
寄
る

と
言
う
よ
り
、
む
し
ろ
皮
が

破
れ
や
す
い
。
中
央
か
ら
皮

が
割
け
た
状
態
が
切
腹
を
連

想
さ
せ
る
た
め
、
武
家
社
会

の
関
東
で
は
祝
い
事
に
使
う

の
を
嫌
い
、
慶
事
に
食
す
赤

飯
に
は
小
豆
で
な
く
、
皮
が

厚
く
破
れ
に
く
い
サ
サ
ゲ
を

使
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ

が
、
公
家
社
会
の
関
西
で
は

小
豆
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
小
豆
の
中
で
も
大
粒
で
煮

崩
れ
し
に
く
い
「
大
納
言
」

と
い
う
品
種
が
あ
る
。
そ
の

名
の
由
来
は
諸
説
あ
る
が
、

皮
が
破
れ
な
い
た
め
切
腹
と

は
無
縁
の
公
家
の
官
位
を
名

付
け
た
と
い
う
説
が
主
流
。

武
士
の
縁
起
担
ぎ
は
、
魚
の

背
開
き
・
腹
開
き
だ
け
で
は

な
か
っ
た
の
だ
。

　
さ
て
、
こ
の
サ
サ
ゲ
、
漢

字
で
は「
大
角
豆
」と
書
く
。

ク
イ
ズ
番
組
の
難
読
漢
字
問

題
に
出
て
来
そ
う
！
　
マ
メ

科
サ
サ
ゲ
属
な
の
は
小
豆
と

同
じ
だ
が
、
種
が
違
う
。
サ

ヤ
ご
と
食
用
に
も
な
り
、
外

見
は
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
と
よ
く

似
て
い
る
。
そ
う
、
豆
に
は

他
に
も
、
豆
粒
だ
け
で
な
く

サ
ヤ
ご
と
食
べ
ら
れ
る
品
種

も
あ
る
の
よ
ね
。

　
豆
好
き
の
筆
者
、
ま
だ
ま

だ
書
き
足
り
な
い
の
で
続
き

は
次
号
で
。
２
０
１
７
年
、

皆
さ
ま
が
マ
メ
で
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
と
祈
り
つ
つ
、
自

分
自
身
は
ふ
っ
く
ら
煮
え
た

黒
豆
の
よ
う
に
、
少
し
で
も

シ
ワ
無
く
歳
を
重
ね
た
い
な

ぁ
と
願
う
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

（２５） 第２８７４号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）１月１日（日曜日）

　
熊
本
県
の
人
吉
球
磨
エ
リ
ア
で
は
、
着
地
型
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
時
感
（
じ
か

ん
）
の
旅
」
の
提
供
を
通
じ
た
観
光
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
吉
球
磨
広

域
行
政
組
合
は

月
６
日
、
「
時
感
の
旅
」
の
発
表
会
を
人
吉
市
の
旅
館
、
清
流
山

水
花
あ
ゆ
の
里
で
開
い
た
。
地
元

市
町
村
の
関
係
者
に
コ
ン
セ
プ
ト
や
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
。
着
地
型
観
光
へ
の
意
識
を
高
め
、
地
域
を
挙
げ
た
取
り
組
み
に

し
て
い
き
た
い
考
え
だ
。

人
吉
市
で
開
か
れ
た
発
表
会

散
策
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
寺
山

　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局

は
こ
の
ほ
ど
、
九
州
（
山
口

県
下
関
市
含
む
）
と
韓
国
・

釜
山
を
結
ぶ
旅
客
定
期
航
路

の
２
０
１
６
年
度
上
半
期
の

実
績
を
ま
と
め
た
。
６
社
３

区
間
の
旅
客
輸
送
実
績
は
、

前
年
同
期
比
１
・
０
％
増
の


万
１
千
人
だ
っ
た
。

　
韓
国
人
利
用
者
は
熊
本
地

震
の
影
響
な
ど
で
博
多
・
下

関
航
路
で
減
少
し
た
が
、
対

馬
航
路
で
は
増
加
し
た
。

　
飲
泉
で
き
る
高
濃
度
天
然

炭
酸
泉
が
湧
出
し
て
い
る
岐

阜
県
下
呂
市
の
小
坂
温
泉
郷

（
湯
屋
温
泉
、
下
島
温
泉
な

ど
）
。
炭
酸
泉
の
効
能
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と

月


日
、
東
京
・
日
本
橋
で
初
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。


日
に
は
旅
館
の
女
将
ら
が
観

光
経
済
新
聞
社
を
訪
れ
＝
写

真
、
温
泉
郷
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
炭
酸
泉
の
魅

力
を
美
と
食
の
切
り
口
で
紹

介
。
炭
酸
美
容
専
門
家
の
高

橋
弘
美
さ
ん
、
料
理
研
究
家

の
高
橋
善
郎
さ
ん
が
講
師
を

務
め
た
。
約

人
が
参
加
し

た
と
い
う
。

　
観
光
経
済
新
聞
社
を
訪
れ

た
の
は
仙
游
館
の
伊
藤
博
子

さ
ん
（
小
坂
の
炭
酸
泉
シ
ュ

ワ
シ
ュ
ワ
会
会
長
）
、
泉
岳

館
の
熊
崎
泰
子
さ
ん
、
奥
田

屋
の
奥
田
多
美
子
さ
ん
、
ニ

コ
ニ
コ
荘
の
桃
原
美
奈
子
さ

ん
ら
５
人
。
女
将
さ
ん
た
ち

は
自
然
の
豊
か
さ
や
胃
腸
に

や
さ
し
い
炭
酸
泉
、
鉱
泉
湯

豆
腐
の
お
い
し
さ
の
ほ
か
、

宿
の
魅
力
も
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
小
坂
町
は
下
呂
温
泉
や
飛

騨
高
山
か
ら
車
で

～

分

の
山
間
地
に
あ
り
、
炭
酸
泉

や
大
小
約
２
０
０
の
滝
、
御

嶽
山
な
ど
の
観
光
資
源
が
あ

る
。

　
小
坂
温
泉
郷
は

月
１
日

か
ら
３
月
末
ま
で
、
無
料
宿

泊
券
な
ど
が
当
た
る
冬
季
限

定
プ
ラ
ン
を
実
施
す
る
。
宿

泊
料
金
は
特
別
価
格
と
銘
打

ち
、
１
泊
２
食
付
き
で
９
千

円
か
ら
と
し
た
。

　
仙
游
館
、
奥
田
屋
、
泉
岳

館
、
ニ
コ
ニ
コ
荘
が
参
画
。

宿
泊
客
に
抽
選
で
無
料
宿
泊

券
が
当
た
る
ほ
か
、
日
帰
り

温
泉
施
設
の
無
料
入
浴
券
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
。

　
秋
田
県
小
坂
町
の
観
光
関

係
者
が

月

日
、
東
京
都

台
東
区
の
観
光
経
済
新
聞
社

を
訪
れ
、
体
験
型
観
光
施
設

「
小
坂
レ
ー
ル
パ
ー
ク
」
の

新
た
な
取
り
組
み
な
ど
を
説

明
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
同
町
観
光
産

業
課
の
對
馬
修
課
長
補
佐
と

中
村
長
裕
主
査
＝
写
真
。

　
同
パ
ー
ク
の
目
玉
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
宿
泊
施
設
と

し
て
利
用
し
て
い
る
寝
台
特

急
「
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
あ
け

ぼ
の
」
（

室
）
。
上
野
―

青
森
間
を
２
０
１
４
年
ま
で

走
っ
て
い
た
が
、
廃
車
に
な

っ
た
車
両
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か

ら
譲
り
受
け
、

年
度
か
ら

宿
泊
営
業
を
始
め
た
。

　
４
～

月
の
週
末
を
中
心

に
営
業
し
、
「
目
標
だ
っ
た

２
千
人
を
上
回
る
２
１
２
１

人
が
利
用
し
た
」
と
對
馬
課

長
補
佐
。

年
も
４
～

月

に
営
業
す
る
が
、
２
月
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
予

約
を
受
け
付
け
る
。
宿
泊
料

金
（
大
人
）
は
定
員
２
人
の

Ａ
寝
台
個
室
の
場
合
、
１
人

使
用
が
４
３
２
０
円
、
２
人

目
は
１
０
８
０
円
。
定
員
１

人
の
Ｂ
寝
台
個
室
は
３
２
４

０
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

年
春
か
ら
花
見
の
時
期

に
合
わ
せ
、
観
光
ト
ロ
ッ
コ

を
走
ら
せ
る
計
画
も
あ
る
。

ま
た
、
と
ん
か
つ
を
ラ
ー
メ

ン
に
の
せ
た
「
か
つ
ラ
ー
メ

ン
」
を
「
町
の
新
た
な
グ
ル

メ
と
し
て
売
り
出
し
た
い
」

と
中
村
主
査
は
力
を
込
め

た
。

　
静
岡
県
・
修
善
寺
温
泉
の

地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る

修
善
寺
の
北
側
の
森
が
こ
の

ほ
ど
整
備
さ
れ
、
観
光
客
や

地
域
住
民
が
散
策
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
修
善
寺
温
泉

の
観
光
関
係
者
は
、
地
元
で

「
寺
山
」
と
し
て
親
し
ん
で

き
た
森
の
景
観
、
散
策
を
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。

　
寺
山
は
、
近
年
の
台
風
災

害
や
管
理
不
足
で
荒
れ
た
部

分
が
あ
っ
た
り
、
朽
ち
た
古

木
な
ど
が
散
策
路
を
ふ
さ
い

だ
り
し
て
い
た
が
、
静
岡
県

が
保
養
、
休
養
の
た
め
の
森

と
し
て
整
備
事
業
を
実
施
し

た
。

　
整
備
の
対
象
と
な
っ
た
森

林
は
約

・
８
㌶
で
、
斜
面

に
工
事
を
施
し
、
危
険
な
木

な
ど
を
伐
採
し
た
ほ
か
、
歩

道
や
案
内
板
を
整
備
し
た
。

　

月
７
日
に
は
、
整
備
し

た
歩
道
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

歩
き
始
め
な
ど
の
式
典
が
関

係
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

静
岡
県
や
伊
豆
市
、
修
善
寺

温
泉
な
ど
の
関
係
者
が
出
席

し
た
。

　
式
典
が
開
か
れ
た

月
７

日
に
は
、
修
善
寺
の
秋
の
風

物
詩
「
桂
谷
八
十
八
ケ
所
巡

拝
」
も
始
ま
り
、
多
く
の
巡

拝
者
が
３
日
間
を
か
け
て
、

寺
山
を
含
め
た
各
地
に
点
在

す
る
札
所
を
巡
っ
た
。
四
国

八
十
八
ケ
所
と
同
様
の
功
徳

が
得
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局

が

月
７
日
に
法
務
省
の
出

入
国
管
理
統
計
を
基
に
発
表

し
た
２
０
１
６
年
９
月
の
九

州
へ
の
外
国
人
入
国
者
数

（
確
定
値
）
は
、
前
年
同
月

比

・
０
％
増
の

万
７
０

０
１
人
と
な
っ
た
。
熊
本
地

震
の
影
響
は
残
る
も
の
の
、

前
年
同
月
の
実
績
に
対
し
て

６
月
以
降
、
４
カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。

　
９
月
の
外
国
人
入
国
者
数

の
う
ち
ク
ル
ー
ズ
船
の
船
舶

観
光
上
陸
数
は

万
８
３
１

４
人
で
、
全
体
の

・
２
％

を
占
め
た
。

　
国
・
地
域
別
の
入
国
者
数

を
船
舶
観
光
上
陸
を
含
ま
ず

に
見
る
と
、
韓
国
は
前
年
同

月
比

・
４
％
増
の

万
９

２
３
０
人
、
台
湾
は
同
８
・

９
％
増
の
２
万
３
０
６
５

人
、
中
国
は
同
６
・
３
％
減

の
１
万
８
３
５
４
人
、
香
港

は
同

・
１
％
増
の
１
万
６

３
７
３
人
だ
っ
た
。

　

月
の
入
国
者
数
の
速
報

値
（
船
舶
観
光
上
陸
は
含
ま

な
い
）
は
、
前
年
同
月
比


・
９
％
増
の

万
８
６
８
９

人
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
旅
館
協
会
東
北
支
部

連
合
会
は
こ
の
ほ
ど
、
会
員

旅
館
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
宿
泊
実
態
調
査
の
２
０
１

６
年

月
の
結
果
を
ま
と
め

た
＝
表
。
東
北
６
県
の
合
計

で
は
、
前
年
同
月
の
実
績
に

対
し
て
宿
泊
人
員
が
４
・
６

％
減
、
売
り
上
げ
が
４
・
９

％
減
と
な
っ
た
。

　
回
答
施
設
数
は
東
北
６
県

に
所
在
す
る

軒
。

　
青
森
県
は
宿
泊
人
員
１
・

７
％
増
、
売
り
上
げ
５
・
０

％
増
と
プ
ラ
ス
だ
っ
た
が
、

他
の
５
県
は
宿
泊
人
員
、
売

り
上
げ
の
両
方
が
マ
イ
ナ

ス
。
山
形
県
は
売
り
上
げ
が


・
５
％
減
と
な
っ
た
。

　
日
並
び
の
関
係
で
は
、


年
は
「
勤
労
感
謝
の
日
」
が

３
連
休
と
な
っ
た
が
、

年

は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
ま

た
、

月

日
に
起
き
た
福

島
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

で
は
一
時
、
津
波
警
報
が
出

る
な
ど
し
た
た
め
、
宿
泊
の

キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
施

設
が
あ
り
、
業
績
に
影
響
し

た
と
み
ら
れ
る
。

　
発
表
会
で
は
、
「
時
感
の

旅
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
を

Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
九
州
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
花
笑
み
工
房
主
宰
）

の
猿
渡
弘
治
氏
が
紹
介
し
た

ほ
か
、
人
吉
温
泉
観
光
協
会

理
事
（
清
流
山
水
花
あ
ゆ
の

里
社
長
）
の
有
村
充
広
氏
が

販
売
手
法
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

　
「
時
感
の
旅
」
は
、
旅
行

者
の
滞
在
時
間
や
宿
泊
を
増

や
そ
う
と
、
地
元
関
係
者
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
経

て
企
画
さ
れ
た
。
「
時
を
感

じ
る
。
五
感
に
響
く
。
」
を

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
付
加
価

値
に
こ
だ
わ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
確
保
や
口
コ
ミ
の
喚
起
な

ど
、
人
吉
球
磨
の
フ
ァ
ン
の

獲
得
を
目
指
す
。

　

年
秋
～
冬
に
は
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た

の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
里
山
を
巡
り
、
あ
ぜ
道
で

農
家
料
理
を
楽
し
む
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
自
分
で
作
っ
た
箸
で

里
山
の
料
理
を
味
わ
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
が
一
定
の
評
価

を
得
て
い
る
。

　

月
上
旬
か
ら
提
供
し
て

い
る
、
旅
館
の
女
将
ら
が
考

案
し
た
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹

介
。
着
物
を
着
て
街
歩
き
と

抹
茶
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
は
じ
め
、
朝
の
座
禅
、
球

磨
焼
酎
の
蔵
見
学
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
し
た
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
着

地
型
商
品
の
情
報
は
、
人
吉

市
の
つ
ば
め
旅
行
セ
ン
タ

ー
、
人
吉
温
泉
観
光
協
会
、

く
ま
川
鉄
道
に
集
約
し
、
提

供
す
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
い

く
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
犠

牲
者
の
鎮
魂
と
復
興
へ
の
願

い
を
込
め
、
光
の
芸
術
作
品

で
神
戸
の
冬
を
彩
る
「
神
戸

ル
ミ
ナ
リ
エ
」
が
２
０
１
６

年

月
２
日
か
ら

日
ま
で

開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。
１
９

９
５
年
の
開
始
以
来
、

回

目
の
開
催
。
会
期
中
に
３
２

５
万
人
が
訪
れ
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
光
の

抒
情
詩
」
。
旧
外
国
人
居
留

地
界
隈
か
ら
東
遊
園
地
ま

で
、
約

万
個
を
超
え
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
球
を
使
用
し
て
光
の

芸
術
作
品
を
展
示
し
た
。

　
会
場
で
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
を
継

続
的
に
開
催
す
る
た
め
の

「
一
人
１
０
０
円
」
募
金
へ

の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ

た
。
電
子
マ
ネ

ー
「
楽
天
Ｅ
ｄ

ｙ
」
に
よ
る
募

金
コ
ー
ナ
ー
も

設
置
さ
れ
た
ほ

か
、
売
り
上
げ

の
一
部
が
開
催

費
に
充
て
ら
れ

る
公
式
グ
ッ
ズ

と
し
て
、
ピ
ン
バ
ッ
ジ
、
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
セ
ッ
ト
、

タ
イ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
セ
ッ
ト

な
ど
が
販
売
さ
れ
た
。

　
協
賛
事
業
「
踊
る
！
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
光
の
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
」

も
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ

れ
た
。
東
遊
園
地
南
側
の
噴

水
広
場
を
賑
わ
い
の
ゾ
ー
ン

と
位
置
付
け
、
ル
ミ
ナ
リ
エ

作
品
の
設
置
、
神
戸
ブ
ラ
ン

ド
商
品
、
中
華
料
理
の
ブ
ー

ス
、
音
楽
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。


